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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（実施例１）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　３ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　０．７５ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　１ｇ
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　１５ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．７５ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して
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水溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１ｇを約５０℃に加温した精製水１
０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液(
適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸３ｇと1，3－ブチレングリコール１５ｇ
の混合物を約７０℃に加温し、これにミノキシジル１gを溶解して油相とした。水相に油
相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温ま
で冷却しｐＨ７．０の製剤を得た。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（実施例３）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　１０ｇ
ジイソプロパノールアミン　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ水相とした。別にイソステアリン
酸１０ｇ、1，3－ブチレングリコール１０ｇ、ジイソプロパノールアミンの混合物を約７
０℃に加温し、これにミノキシジル２gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更
に残りの精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ５
．４の製剤を得た。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　（実施例５）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　１ｇ
モノステアリン酸ポリエチレングリコール  　　　　　５ｇ
　（４０Ｅ．Ｏ．）
ジイソプロパノールアミン　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１ｇを約５０℃に加温した精製水１０
ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ水相とした。別にイソステアリン酸１
０ｇ、モノステアリン酸ポリエチレングリコール（４０Ｅ．Ｏ．）５ｇ、ジイソプロパノ
ールアミンの混合物を約７０℃に加温し、これにミノキシジル１ｇを溶解して油相とした
。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しな
がら室温まで冷却しｐＨ６．１の製剤を得た。
【手続補正４】



(3) JP 2014-94933 A5 2016.10.27

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　（実施例６）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　１ｇ
モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン 　　 ５ｇ
モノステアリン酸ソルビタン 　　　　　　 　　　　　５ｇ
ジイソプロパノールアミン　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１ｇを約５０℃に加温した精製水１０
ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ水相とした。別にイソステアリン酸１
０ｇ、モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン５ｇ、モノステアリン酸ソルビタ
ン５ｇ、ジイソプロパノールアミンの混合物を約７０℃に加温し、これにミノキシジル１
gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一になるま
で攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．０の製剤を得た。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　（実施例１１）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノ
キシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均
一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．４の製剤を得た。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　（実施例１２）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
オレイン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
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部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。2つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液(
適量)を加え水相とした。別にオレイン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノキシジ
ル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一にな
るまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．４の製剤を得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　（実施例１３）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．１ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　０．１ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５ｇ
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．１ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール０．１ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノ
キシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均
一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却した。これにエタノール５ｇを加え
撹拌しｐＨ６．０の製剤を得た。
（実施例１４）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　６ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　０．７５ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　１ｇ
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　１０ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全１００ｇ
　カルボキシビニルポリマー０．７５ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して
水溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１ｇを約５０℃に加温した精製水１
０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液(
適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸６ｇと1，3－ブチレングリコール１０ｇ
の混合物を約７０℃に加温し、これにミノキシジル１gを溶解して油相とした。水相に油
相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温ま
で冷却しｐＨ８．７の製剤を得た。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３３】
　（比較例１）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
トリ（カプリル／カプリン酸）グリセリル　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にトリ（カプリル／カプリン酸）グリセリル１０ｇを約７０
℃に加温し、これにミノキシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に
残りの精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．
３の製剤を得た。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　（比較例２）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ、これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別に流動パラフィン１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノキ
シジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均一
になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．５の製剤を得た。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　（比較例３）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
アジピン酸ジイソプロピル　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
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(適量)を加え水相とした。別にアジピン酸ジイソプロピル１０ｇを約７０℃に加温し、こ
れにミノキシジル１ｇを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を
加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．５の製剤を得た
。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　（比較例４）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
ミリスチン酸イソプロピル  　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にミリスチン酸イソプロピル１０ｇを約７０℃に加温し、こ
れにミノキシジル１ｇを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を
加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．４の製剤を得た
。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　（比較例５）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．８ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　１．２ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．８ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール１．２ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にトリ２－エチルヘキサン酸グリセリル１０ｇを約７０℃に
加温し、これにミノキシジル１ｇを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残り
の精製水を加え、均一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却しｐＨ６．５の
製剤を得た。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
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　（比較例６）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．１ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　０．１ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．１ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール０．１ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノ
キシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均
一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却した。これにエタノール１０ｇを加
え撹拌しｐＨ６．２の製剤を得た。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　（比較例７）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．１ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　０．１ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５ｇ
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
  カルボキシビニルポリマー０．１ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール０．１ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノ
キシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均
一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却した。これにエタノール１５ｇを加
え撹拌しｐＨ６．３の製剤を得た。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　（比較例８）
ミノキシジル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
カルボキシビニルポリマー　　　　　  　　　　　０．１ｇ
部分けん化ポリビニルアルコール　　　　　　　　０．１ｇ
水酸化ナトリウム水溶液　　　　　　　　　　　　  　適量
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０ｇ
精製水　　　　　　　　　　　　　　  　　　　全１００ｇ
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  カルボキシビニルポリマー０．１ｇを精製水５０ｇに分散し、約５０℃まで加温して水
溶液を得た。更に部分けん化ポリビニルアルコール０．１ｇを約５０℃に加温した精製水
１０ｇに溶解して水溶液を得た。２つの水溶液を合わせ，これに水酸化ナトリウム水溶液
(適量)を加え水相とした。別にイソステアリン酸１０ｇを約７０℃に加温し、これにミノ
キシジル１gを溶解して油相とした。水相に油相を添加し、更に残りの精製水を加え、均
一になるまで攪拌した後、攪拌しながら室温まで冷却した。これにエタノール２０ｇを加
え撹拌しｐＨ６．５の製剤を得た。
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